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 再処理施設から発生する低放射性廃液のセメント固化体か

らのγ線による水素生成 G 値〔G(H2)〕を評価した結果、発電

所からの固化体の値に比較して小さくなった。 
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1. 緒言 LWTF では、東海再処理施設で発生した低放射性廃

液やリン酸廃液をセメント固化する計画である。リン酸廃液に

ついては、リン酸を不溶化後に直接固化、低放射性廃液は核種

分離(共沈・限外ろ過、Cs・Sr 吸着)を実施してスラリ廃液と硝

酸塩廃液に分離した上で、スラリ廃液は直接固化、硝酸塩廃液

は硝酸根を分解して炭酸塩廃液とした後に固化する計画であ

る[1]。セメント固化設備の安全評価に向けて、固化体から発生

する水素ガス量を評価する必要があるが、固化体の G(H2)は使

用するセメント材の組成や対象廃液の成分等によって異なる。

本報では、前報[2, 3]に引き続き、模擬廃液の固化体を作製した

上でγ線を照射し、G(H2)を測定した。 

2. 実験方法 炭酸塩廃液については、前報[2, 3]同様、硝酸根分

解率 90%の模擬廃液を調製した上で、高炉スラグ(BFS)と普通

ポルトランドセメント(OPC)を 9：1(重量比)で混合したセメン

ト材と混練した。スラリ及びリン酸廃液は、過去実施した試験

[4, 5]を参考に、模擬廃液を調製した上で日揮製スーパーセメン

トと混練した。その後、混練した各試料を所定の期間養生した

後、γ線照射した上で水素ガスの発生量から G(H2)を算出した。 

3. 結果 炭酸塩廃液の固化体の G(H2)は 0.02～0.05 n/100eV となり(図 1a)、前報[2]の高炉セメント C 種〔BFS：

OPC＝7：3(重量比)〕を用いた場合の値(0.02～0.06 n/100eV)と同様だった。また、養生期間の影響も、30 日以

降 G(H2)はほぼ一定だった(図 1b)。スラリ及びリン酸廃液の固化体の G(H2)は、0.03～0.04 n/100eV(スラリ廃

液)、0.05～0.06 n/100eV(リン酸廃液)であった(表 1)。炭酸塩及びスラリ廃液の固化体の G(H2)は、発電所から

の固化体を想定した OPC と水の混練物の値(0.08～0.15 n/100eV)[6]に比べて低いが、これは前報[2, 3]同様、固化

体中の硝酸塩が水素ガス発生を抑制したためと考えられる。リン酸廃液の固化体の G(H2)は、リン酸を不溶化

後の溶液(主成分：NaOH)の値(約 0.4 n/100eV)[7]に比べて低いが、不溶化されたリン酸が水素ガス発生を抑制

したことが考えられる。 
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 塩組成 混練条件 G(H2)(n/100eV) 
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セメント材: 
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図 1 炭酸塩廃液の固化体の G(H2)測定結果 

〔ｾﾒﾝﾄ材:BFS/OPC＝9/1, 硝酸根分解率:90%(NaNO3 10%残)〕  

(b) 養生期間と水素生成 G値の関係 
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表 1 スラリ及びリン酸廃液の固化体の G(H2)測定結果 
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(a) 水セメント比及び塩充填率と水素生成 G値の関係 

1F03 2020年秋の大会

 2020年 日本原子力学会 - 1F03 -


